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ご来館時は感染症予防対策へご協力ください。状況により入館制限を行うことがあります。

開館時間
9：00～17：00
（入館は16：30まで）
休館日
第2・第4火曜日
（その他臨時に休館する場合があります）※

入館料 無料

※最新の情報はホームページ等でご確認ください。

〒400-8501 山梨県甲府市丸の内1丁目6番1号
山梨県庁舎別館2階
TEL：055-231-0988　FAX：055-231-0991
https://www.pref.yamanashi.jp/ykj/index.html
写真提供：富士急行株式会社、山梨中銀金融資料館
甲州市、山梨県立博物館、個人蔵
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山梨近代人物館
（山梨県庁 別館2階）

防災新館地下駐車場をご利用ください（駐車無料）
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やまなしはじめて 人物博覧会山梨近代人物館 第19回展示

山梨近代人物館
第19回展示

令和6年 3/28（木） ～ 9/16（月・祝）

明治の
軽便鉄道王

山梨ワインの
先駆者

山梨最初の
銀行を創設

山梨最初の
新聞を創刊

東日本最初の
国産ビールを
製造・販売

日本の
「地下鉄の父」

東京で最初の
乗合バス事業を

創設

近代山梨を
切り拓いた

甲州財閥の巨頭

日本の近代郵便制度を
創設

雨宮 敬次郎
Keijiro Amemiya

高野 正誠
Masanari Takano

栗原 信近
Nobuchika Kurihara

内藤 伝右衛門
Denemon Naito

野口 正章
Masaakira Noguchi

早川 徳次
Noritsugu Hayakawa

堀内 良平
Ryohei Horiuchi

若尾  逸平
Ippei Wakao

杉浦 譲
Yuzuru Sugiura
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栗原信近 ― 銀行家の基本像 ―
❖日時：4月21日（日）午後1時30分～3時　❖会場：山梨県庁舎別館3階正庁
❖講師：齋藤康彦氏（山梨大学名誉教授）　❖参加費：無料
❖定員：40名（事前申し込みが必要）

このほか、毎月1回程度、展示紹介人物についてより深く
知っていただくための教育普及講座を開催いたします。講
座のテーマについては、当館ホームページなどをご確認く
ださい。ご参加をご希望の方は事前にお申し込みください。
予定は変更になる場合があります。

教育普及講座

※ご来館時は、感染症予防対策へご協力ください。
　状況により入館制限を行うことがあります。

若尾逸平、杉浦譲、内藤伝右衛門、栗原信近、雨宮敬次郎、野口正章、高野正誠、堀内良平、早川徳次（誕生順）
わか すぎ うら ゆずる ない とう でん え もん くり はら のぶ ちか あめ みや けい じ ろう の ぐち まさ あきら まさ なりたか ほり うち りょう へい はや かわ のり つぐのお いっ ぺい

展示で紹介する人物

栗原信近や若尾逸平が設立に尽力した第十（国立）銀行
山梨県立博物館蔵

「山梨県甲府各家商業便覧」に掲載されている内藤伝右衛門の温故堂
山梨県立博物館蔵

野口正章のビールラベル
山梨県立博物館蔵

雨宮敬次郎の功績を称える民間機械製粉業発祥の地碑
（東京都江東区）

早川徳次が実現した
日本初の地下鉄を紹介する
「東洋唯一東京地下鉄道絵はがき」　個人蔵

新しい時代「明治」を迎えたわが国は、西洋から
さまざまな制度や産業、文化を移入していきまし
た。先駆者たちはいち早く新しい知識を身に付
け、未開拓の分野に挑戦していきました。彼らの
成功と失敗は日本の近代化の礎となり、私たち
の社会の基礎となっています。

杉浦譲がパリ万国博覧会（1867年）に際して渡仏した際、
徳川昭武、渋沢栄一らとともにマルセイユで撮影した写真
『澁澤榮一滞佛日記』より
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日本の近代化のにない手

近代の山梨では、さまざまな分野で「はじめて」
の事業やプロジェクトを立ち上げた人物たちがい
ました。山梨最初の銀行や新聞、鉄道など、さま
ざまな分野で先駆者が登場し、山梨の人々に多
くの利益や利便性、豊かな文化をもたらしました。

実は山梨のはじめて

山梨からはさまざまな分野の先駆者が生まれ、
日本の近代化や新たな産業、文化を根付かせて
いきました。全国的に活躍した「甲州財閥」の
人 も々、鉄道や電力にとどまらない、現在の私た
ちの社会や生活にも根付いている意外な「はじ
めて」の事業にも取り組んでいます。

すごい！ 日本のはじめて

第19回展示


